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なされた.当科での胆道系疾患症例,肺疾患症例

の4例に使用を試みたので操作性,視認性,生検

検体状況などにつき報告する.

6 当院での肝門部胆管泣き別れ閉塞に対する経

度的 OneRouteからの DoubleStenting症

例の検討
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手術不能肝門部胆管癌,胆嚢癌による泣き別れ

胆管閉塞にたいする治療 として,様々な内壕

Drainage術が行われている.的確な減黄がなさ

れれば,PtのQOLに大きく寄与サ るが,総胆管

閉塞に対するSingleStentingとは異なり,両葉を

効率よくDrainageするのは教科書通りにはいか

ず,様々な工夫を必要とする.当院では,基本的

に,経皮的 OneRouteからの SidebySideで

DoubleStentingを行ってきた.H18年からの 6

年間で,胆嚢癌 4例,肝門部胆管 2例の計 6例に

施行し,ある程度の結果を得ることができた.満

足のいく症例,留置に難渋した症例など様々であ

ったが,1例 1例が貰重な症例であり,それらに

対しご意見をいただきたく報告する.

7 当院における重症急性腸炎の治療経験
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重症急性肺炎は死亡率の高い難治性疾患であ

る.当院における2005年 1月から2012年 6月ま

でに蛋白分解酵素阻害薬 ･抗菌薬局所動注療法

を行った重症急性膵炎 13例について検討し報告

する.平均年齢67.9歳 (43-88歳),男女比 1.6,

成因はアルコール,総胆管結石,ERCP採石後,

乳頭腺腫,血管炎関連疑いであった.予後困子平

均 2,08点,CTgrade平均 2.38であった.発症か

ら動注療法開始までの日数は0-3日であり,12

例で腹腔動脈 ･上腸間膜動脈からのダブル動注

を行った.感染性膳のう胞/膵壊死が出現 した例

には経度的 ドレナ-ジ4例を行った.転帰は死亡

4例 (30.80/o)であった.経皮的 ドレナージ施行

率は生存例 2/9(22.2%)に比べ死亡例 2/4

(50%)と高率であった.

8 腸痛と鑑別を要した膵嚢胞性病変の1例
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症例は60歳代,女性.検診で肝臓に嚢胞性病

変を指摘され,当科を紹介受診 した.CTで膳頭

部に10mm大の乏血性腫癌を認め,血液検査で

CA1919493U/mlとDUnlN-2>1600U/mlの
上昇を認めた.腹部超音波検査で輝頭部の嚢胞性

病変は高低エコーの混在する充実性病変様で,超

音波内視鏡でも同所見であり,確定診断のために

超音波内視鏡下穿刺吸引生検を施行した.採取で

きた組織は壊死物質 ･粘液 ･港出物がほとんど

で,わずかな異型細胞を認めるのみだった.肺癌

が否定できないため,全胃幽門輪温存牌頭十 1指

腸切除術を施行した.嚢胞性病変内に線色の粘桐

な液体を認めたが,充実性成分は認めなかった.

嚢胞壁を裏打ちする上皮はなく,仮性嚢胞と考え
られた.

膵癌と鑑別を要した膵嚢胞性病変の 1例を経

験したので報告する.


